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□ 区からのコメント

令和5年度 野庭地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
＜地域の現状＞
 ・コロナウイルスの分類が2類から５類へ変更となり社会の行動も変化する年です。コロナ禍で中止、廃止になった活動も
  ありますが、制限されていた地域の自治会活動やサロン、ボランティア活動は様々な検討を重ね新しい形で動き出してい
  ます。
 ・野庭エリアは急速な高齢化に伴い、認知症高齢者も増加し日常生活において多種多様な問題が発生しています。
 ・小さなコミュニティ（町会、フロア、階段単位等）での見守り、助け合いができる仕組みが求められています。
 ・複雑な事情を抱えたご相談が増え、対象者の支援に限らず、家族も含めた世帯全体の支援が求められています。
＜今後の方向性＞
 ・地域活動活性化のための支援（コロナ感染予防対策への柔軟な対応）
 ・総合相談対応の充実
 ・地域包括ケアの推進（見守り事業、介護予防・生活支援事業、地域支援者サポート等）
 ・港南ひまわりプランの推進

◆ 事業報告・事業実績評価
□ 振り返り

—具体的な取組内容－

必要な情報を必要とする人に届けるために、情報発信に力を入れます。
・ケアプラザを知って頂くために転居時、自治会等入会時に「地域ケアプラザ冊子」を関係機関と連携し配布いたし
  ます。
・ケアプラザホームページに地域の生活支援情報を掲載します。
・野庭エリアで活用できる訪問理美容サービス事業者一覧・のば生活お役立ち情報通信（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ向け）を作
　成、発信致します.

子育て支援事業・権利擁護事業に力を入れます。
・親子向けの子育て事業、「はっぴ～☺たいむNOBA」を定期開催いたします。地域の子育て情報の発信や子供に
 関する講座等の場も設けていきます（地域の幼稚園や保育園、地域の活動団体の皆さんやボランティアの方々
 の協力を頂き開催）。
・地域の子育て関連の団体や事業所と情報共有・意見交換の場を作ります。
・成年後見制度の普及啓発と共に成年後見制度の申し立て手続きの支援をいたします。
・高齢者虐待防止のための普及啓発と共に、介護者の集いを開催し介護者の方の支援にも力を入れます。

野庭地域において認知症の理解や支え合いの輪が広がるよう普及啓発に力を入れます。
・「NOBAメイトの会」と連携し、地域の方を対象に認知症サポーター養成講座を令和5年7月２９日に開催します。
・新型コロナウイルスの影響により、研修の機会も少なくなったことでNOBAメイトの会（キャラバンメイト）のメンバー
 が減少傾向にあります。キャラバンメイトの講習会にお誘いをしてお仲間づくりにも力を入れます。
・野庭ふれあいまつりで多世代の方を対象に認知症啓発活動を「NOBAメイトの会」の皆さんと行います。

野庭エリアの地域活動の活性化や見守り体制強化のための支援に力を入れます。
・介護予防講座開催後、継続希望の方が多ければ自主活動グループの立ち上げ支援を行います。
・ケアプラザ以外の会場で開催される元気づくりステーションはより多くの方の参加の機会を作り出します。今年度
　野庭団地第4住宅集会所にて「脳トレ筋トレクラブ」が立ち上がります。今後の活動が継続できるよう支援をさせ
　て頂きます。
・各地域では住民が主体となり工夫して見守り活動をされています。住民主体の活動をする上で個人情報の取り
　扱いは大切です。そのような研修の要望があれば支援をさせて頂きます。

港南ひまわりプラン及び地区別地福計画を推進いたします。
・包括エリア（野庭団地地区、野庭住宅地区、永野地区）について、地区別計画を元に、どのような取り組みが行わ
　れているか、エリア内居宅支援事業所を中心に、情報提供する場を設定いたします（1回/年）。その後、各地区
　の意見交換会にケアマネジャーが参加できるよう調整を行います（1回）。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

利用
料金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護 （介護予防）認知症対応型通所介護

管理者（保健師等と兼務） １名
社会福祉士                　 2名
主任ケアマネジャー　      １名

管理者 常勤非専従　（介護支援専門員兼事務員）　1名
介護支援専門員　常勤専従　1名
介護支援専門員　非常勤専従　1名

令和5年度 野庭地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

①地域ケアプラザは公設の施設であることを各職員が自覚
し、住民・地域団体・事業者等に対して公正中立な立場で対
応いたします。
②事業所の選択に係る相談業務については、相談者の方が
選定判断できるように、横浜市のハートページ等を活用し、複
数の選択肢がある中で、相談者が決定できるような対応に努
めていきます。
③包括部門・居宅部門において、利用者アンケートを実施
し、公正中立な対応ができているか確認をしていきます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

＜事故防止への取り組みについて＞
①法人の「ヒヤリハット・事故要領」に則り、ヒヤリハットの提出
を勧奨し、事故の未然防止に努めていきます。
②事故発生時は、速やかにカンファレンスを開き、事故の原因
や今後の対応策を検討し、法人・横浜市のルールに則って関係
機関に速やかにご報告し、対応策を実施していきます。
③リスクマネージャーを中心にヒヤリハット・事故事例を分析し、
分析した結果を全職員に周知するように努めていきます。
＜個人情報保護の体制及び取り組みについて＞
①法人の「個人情報保護管理規定」に則って適切に取り扱って
いきます。個人情報が記載されたものの取り扱いは慎重に行
い、個人情報漏洩防止に務めていきます。個人情報について
は、㋐施錠のかかる場所での保管、㋑郵送やFAX送信時の宛
先のダブルチェックの実施、㋒個人情報が記載された裏紙の再
利用の禁止（ダブルチェックによる確認）
②個人情報保護に関する職員研修の実施
③職員等のマイナンバーについては、「特定個人情報取り扱い
要領」に則り、本部での管理とし、厳格に管理していきます。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

予防プランの中に給付以外のサービスＢや地域のインフォー
マルサービス等を組み込むなど地域の特性を生かし「心身機
能」「活動」「参加」にバランスよくアプローチできるよう努めま
す。

【その他料金】
なし

居宅介護支援事業

①包括支援センターと連携し、相談に対して迅速に対応できる
体制づくりや強化を図ります。また、社会資源を盛り込んだ自立
支援を目指したプラン作成の為に、包括・地域・生活支援と連
携し地域資源の活用に努めます。
②研修等に参加し、医療依存度の高い方等色々なご状態の方
に対応できるよう知識の習得に努めます。
③感染症対策についての知識の習得に努め、感染症を広げな
いよう感染予防対策をしっかりと行っていきます。

【その他料金】
なし

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関する基準
（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市介護予防ケア
マネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準（厚
生省告示第二十号）に基づく金額



目標

実施
体制

職員
体制

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者　　（常勤兼務1名）
生活相談員（常勤専従1名、非常勤
兼務1名）
看護職  （非常勤兼務5名）
介護職　（非常勤専従6名、非常勤
兼務1名）
機能訓練指導員   （看護職：非常
勤兼務5名）
運転手（非常勤5名）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する費用の額
の算定に関する基準（厚生労働省告示第百
二十六号）に基づく金額

【その他料金】
【その他料金】
食費：570円（おやつ代込）

【実施日数】
週6日（但し年末年始休み）
【提供時間】
9時30分～16時30分
【定員】
35名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生労働省告示
第百二十六号）及び指定地域密着型介護
予防サービスに要する費用の額の算定に
関する基準（厚生労働省告示第百二十八
号）に基づく金額

【その他料金】

①自立支援に向けて、入浴、食
事、趣味娯楽、個別機能訓練など
を介護職・専門看護職がプランを
作成しサービス提供いたします。
②ご利用者の意見を尊重し、少人
数レクリエーションやクラブ活動趣
味活動のプログラム支援を行いま
す
③ご利用者が明るく楽しく生き甲斐
を持って過ごして頂けるような自立
支援を工夫していきます。
④ご利用者のニーズに対応できる
よう、常にサービス向上を目指して
いきます。
⑤ボランティア等、地域の方々との
交流を図り、社会性の維持が行え
る支援に努めていきます。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

16,678,913 16,678,913 16,678,913 横浜市より

0 0

25,000 0 25,000 0 25,000

0 0

25,000 25,000 25,000

0 0

3,776,580 3,776,580 3,776,580

20,480,493 0 20,480,493 0 20,480,493

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,547,426 0 10,547,426 0 10,547,426

7,126,143 7,126,143 7,126,143

1,053,507 1,053,507 1,053,507

2,207,499 2,207,499 2,207,499

30,321 30,321 30,321

9,715 9,715 9,715

0 0 0

120,241 120,241 120,241

4,938,271 0 4,938,271 0 4,938,271

6,500 6,500 6,500

350,000 350,000 350,000

20,000 20,000 20,000

100,000 100,000 100,000

350,000 350,000 350,000

7,040 0 7,040 0 7,040

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 7,040 7,040 7,040

その他 0 0

2,484,731 2,484,731 2,484,731

0 0 0

0 0 0

20,000 20,000 20,000

20,000 20,000 20,000

80,000 80,000 80,000

0 0 0

0 0 0

1,500,000 1,500,000 1,500,000

15,695 0 15,695 0 15,695

0 0 0

15,695 15,695 15,695

0 0

4,391,021 0 4,391,021 0 4,391,021

3,012,899 3,012,899 3,012,899

606,510 606,510 606,510

58,865 58,865 58,865

404,171 0 404,171 0 404,171

空調衛⽣設備保守 256,829 256,829 256,829

消防設備保守 24,878 24,878 24,878

電気設備保守 28,382 28,382 28,382

害⾍駆除清掃保守 8,235 8,235 8,235

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 85,847 85,847 85,847

0 0 0

308,576 308,576 308,576

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

20,366,413 0 20,366,413 0 20,366,413

114,080 0 114,080 0 114,080

0 0 0 0 0

15,695 0 15,695 0 15,695

△ 15,695 0 △ 15,695 0 △ 15,695

25,000 0 25,000 0 25,000 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

7,040 0 7,040 0 7,040 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

17,960 0 17,960 0 17,960
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和5年度　「横浜市野庭地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,838,288 29,838,288 29,838,288 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

0 0 0 横浜市より
5,531,591 5,531,591 5,531,591 横浜市より

0 0

0 0

△ 100,000 △ 100,000

32,040 0 32,040 0 32,040

0 0

25,000 25,000 25,000

7,040 7,040 7,040

△ 100,000 △ 100,000 △ 100,000

35,455,919 0 35,455,919 0 35,455,919

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

28,717,094 0 28,717,094 0 28,717,094
17,489,960 17,489,960 17,489,960
3,739,678 3,739,678 3,739,678
6,907,604 6,907,604 6,907,604

89,862 89,862 89,862
31,926 31,926 31,926

0 0 0
458,064 458,064 458,064

4,546,530 0 4,546,530 0 4,546,530
30,000 30,000 30,000
250,000 250,000 250,000

0 0 0
30,000 30,000 30,000

250,000 250,000 250,000
7,040 0 7,040 0 7,040

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 7,040 7,040 7,040

その他 0 0
2,659,490 2,659,490 2,659,490

0 0 0
0 0 0

10,000 10,000 10,000
10,000 10,000 10,000

300,000 300,000 300,000
0 0 0
0 0 0

1,000,000 1,000,000 1,000,000
1,044,000 0 1,044,000 0 1,044,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

10,000 10,000 10,000
154,000 154,000 154,000

0 0 0
250,000 250,000 250,000

0 0
1,190,255 0 1,190,255 0 1,190,255

803,772 803,772 803,772
161,221 161,221 161,221
15,647 15,647 15,647

109,615 0 109,615 0 109,615
空調衛⽣設備保守 68,271 68,271 68,271
消防設備保守 6,612 6,612 6,612
電気設備保守 7,544 7,544 7,544
害⾍駆除清掃保守 2,188 2,188 2,188
駐⾞場設備保全費 0 0 0
その他保全費 25,000 25,000 25,000

0 0 0

100,000 100,000 100,000
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

35,623,879 0 35,623,879 0 35,623,879
△ 167,960 0 △ 167,960 0 △ 167,960

0 0 0 0 0
414,000 0 414,000 0 414,000

△ 414,000 0 △ 414,000 0 △ 414,000

25,000 0 25,000 0 25,000 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

7,040 0 7,040 0 7,040 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

17,960 0 17,960 0 17,960
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【⽣活⽀援】

令和5年度　「野庭地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

0 8,700 8,700 15,596 15,596 62,573 62,573 3,173 3,173

0 0 0 7,243 0 7,243 1,962 0 1,962 4,564 0 4,564 433 0 433

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

介護予防マネージメント費 0 7,243 7,243 0 0 0

介護認定調査委託料 0 0 1,887 1,887 0 0

雑収入費 0 0 0 4,357 4,357 413 413

0 0 0 0 0

その他 0 0 75 75 207 207 20 20

0 0 0 15,943 0 15,943 17,558 0 17,558 67,137 0 67,137 3,606 0 3,606

0 0 17,846 17,846 37,939 37,939 3,752 3,752

0 0 0 0 0

0 0 2,508 2,508 24,638 24,638 2,437 2,437

0 0 652 652 4,550 4,550 450 450

0 14,492 0 14,492 0 0 0 15 0 15 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 15 15 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 14,492 14,492 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 14,492 0 14,492 21,006 0 21,006 67,142 0 67,142 6,639 0 6,639

0 0 0 1,451 0 1,451 -3,448 0 -3,448 -5 0 -5 -3,033 0 -3,033

※ 介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和5年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：野庭地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



野庭地域ケアプラザ　

1
介護予防普及強化事業
「元気のちかみち２０２3」春・秋

H21～
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護予防の具体的な取り組みを始める
きっかけとなる機会を提供します。

１：高齢者 5
ロコモ予防体操、口腔ケア、栄養講座
2コース開催 4月10月

2 いつまでも歩ける体づくり講座 H26～
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢者がいつまでも自分らしく暮らすため
にロコモ予防に取り組み継続した活動が
できる。 １：高齢者 5

関節痛予防改善体操
1コース（全3回）開催　10月11月12月

3 てんとうむし H１８～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

高齢者が転倒、骨折により要介護状態と
なることを予防するために参加者同士の
交流を通して楽しく体操が継続できること
を目的とします。

１：高齢者 5
転倒骨折予防体操
毎月第1～４火曜日　13：30～14：30
48回/年開催

4 のびるの会 H20～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

参加者同士の交流と湯酸素運動により認
知症予防に努めます。

１：高齢者 5

交流会・認知症予防体操（有酸素運
動）
毎月第1～４火曜日　14：00～15：30
48回/年開催

5 ベルの会 H24～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

歌やミュージックベル演奏を通して認知症
予防に取り組みます。

１：高齢者 5
歌やミュージックベルを演奏。
毎月第1・第3水曜日　10：00～11：30
24回/年開催

令和5年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

6 チャコの会 H25～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

ストレッチ体操やウォーキングを通してロ
コモ予防、認知症予防に取り組みます。

１：高齢者 5
ストレッチ体操、ウォーキング
毎月第1・第3木曜日　9:30～11：30
24回/年開催

7 ひざちゃんクラブ H30～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

高齢者がいつまでも自分らしく暮らすため
にロコモ予防に取り組みます。

１：高齢者 5
関節痛予防改善体操
毎月第２・４木曜日　10：00～11：15
24回/年開催

8 脳トレ筋トレクラブ R5～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

感染予防に努め参加者同士和気あいあ
いと楽しく健康づくりが出来ように取り組
みます。 ５：地域 5

本山式トレーニング（感覚神経と脳と
筋肉をつなぐ運動）
毎月第1・第4火曜日　10:00～11:30
24回/年開催

9 元気のちかみち隊 H24～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

元気に暮らせるお手伝いをしたい、出来
る時に出来ることを楽しんでボランティア
活動することを目的にしています。 ５：地域

ミュージックベルの出張演奏・交流会・
介護予防講座のボランティア

10
認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄ交流会
「ＮＯＢＡメイトの会」

H28～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

認知症キャラバンメイト同志の交流を深
め、野庭エリアでの認知症サポートネット
ワークの構築にむけ取り組みます。 ５：地域 7

野庭エリア認知症キャラバンメイト交
流会の開催　3回/年（5月・9月・1月）
認知症普及啓発活動

11 認知症サポーター養成講座 H21～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

「認知症になっても安心して暮らせる街づ
くり」の一環として、認知症について正しく
理解することを目的に実施します。 ５：地域 6 認知症サポーター養成講座　（随時）



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

12 出前講座 H20～
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護予防普及啓発及び地域介護予防活
動支援を目的として実施します。

５：地域
悪質商法防止、健康教育、介護予防
体操、認知症予防などの講座を各地
域の町内会館や集会所などで開催

13
なごみの会
(介護者のつどい）

H14～
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者同士の交流や勉強会の機会を提
供します。

５：地域
介護者同士の交流会、勉強会
毎月第3火曜日　10：00～11：30
（8・1月休み）　10回/年開催

14 転ばぬ先の杖 H26～
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

今後の暮らしに役立つ情報提供や勉強会
の機会を提供します。

５：地域
終活情報、介護情報などの講座の開
催　　　　（1回/念）

15 移動販売 Ｒ2
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

市営住宅内駐車場での移動販売。買い
物、見守り支援として実施します。

５：地域 1
移動販売利用者から地域状況の把
握、各拠点の住民主体となるよう支
援。関係機関との情報共有など。

16 にこにこ野庭サロン H23～ ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

高齢者、地域の方の外出支援を目的とし
て企画し、交流の場を提供する。

１：高齢者 5

事前申込制(電話又はご来館にて)
第4木曜日　13:30～14:45
※8月,12月,3月はお休み。
脳トレ、体操、団体による発表など。

17 はっぴーたいむNOBA R4～
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の親子の居場所を提供する。

３：養育者及
び乳幼児

5

事前申込制(電話にて)
・第2金曜日　10:00～11:00
・第5火曜日　10:00～11:00
(5月30日、8月29日、10月31日)
※3月はお休み　　　11回/年　開催予
定



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

18 野庭ふれあいまつり H30～
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域住民との交流、ケアプラザの周知を
目的に、貸館団体による発表等、来館者
が活動参加へのアプローチの機会となる
よう開催。

５：地域 7

地域ケアプラザの存在を地域の方に、
もっと周知する為に様々な催し物を開
催し、地域住民にPRする。
1回/年開催

19 見守りネットのば連絡会 H24～ ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

コロナ禍においての事業者の見守り体制
再構築を目的として連絡会を開催します。

６：事業者 5

コロナ禍においての見守りの工夫な
ど、事前アンケートをもとに野庭エリア
の事業者との意見交換を実施　下半
期1回

20
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